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Summary
Thisstudyconsideredhowpeoplemadetheirself-imagebytakingthecaseofreturnees.Tomakea
self-image,peoplemustbeinauencedbytheirenvironment.andthisprocessisanadaptationinanother
word.Returneesexperiencedthechangeofenvironmentforfewtimes.Solookingtheiradaptationafter
theirreturnmaygivesomenewknowledgeabouttheformationprocessofself-image.
Takingbothquestionnaireandinterview,57returneeswereaskedtoreplytoanadaptationmeasure
caledRSA,andof6peoplewereinterviewed.
Consequently,basedonthedataanalyzedbyExcel,returneesfromEnglishspeakingareashadgood
adaptationscorethannot-speakingareas.Also,returneeshadthetendencytopointhighscoresasthe
yearsgoby.Fromtheinterview,adaptationdividedinto4typesbyhowanindividualtookintheimageof
returneewhichsocietyofers,andthingswhichcanbecaledadaptationmethodalsobecameclear.
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Ⅰ.問題と目的
1.研究目的
近年のグローバル化に伴い,人間の成長して行く環
境はかつてのように固定したものではなく,国と国,文
化と文化といった面で,その枠を超えた交流による人
間形成がみられるようになってきている｡人間の発達過
程で形成される自己は,個人の気質だけでなく,その育
つ環境及び社会の影響を強く受けることは周知のことで
ある｡ そして,そのように育って行く過程を適応と呼ぶ
ことができる｡その意味で,発達は,個人と社会との相
互作用で生成されていく適応の繰り返しであるともいえ
る｡ここで,自己というものをどのようなものかと考え
( 1 )
た時,本人に意識されるのは自己そのものというよりも,
自己についての自分のイメージであると考えられる｡
出生時よりかわらず同じ国に住みつづけている人にとっ
て,自己イメージ形成は文化的環境が一定であるという
意味で一義的であるといえる｡しかし,帰国子女のよう
に文化間の移動を経験すると,その時々で影響を受ける
環境が異なる｡帰国子女は元いた国から違う国へいき,
また戻ってくるという意味で,その時々に影響を受ける
社会が異なり,その意味で非常に特異的に自己概念の形
成を見ることができると考えられる｡文化的な移動を経
験することは,帰属感の問題であると同時に,特に帰国
子女と呼ばれる人々については,帰国した時に,日本と
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いう国が自分にとって内なるものであると同時に外なる
ものであるという状況になる｡ こうした意味から,文化
間の境界におけるの自己イメージの形成を見ていくこと
は,個人の自己イメージ形成と適応についての新たな視
点を提供することができると考える｡
さて,保護者の海外勤務などに同伴され,一定期間を
海外で過ごす子ども達は少数ながら明治時代からみられ
た｡しかしこのころは ｢帰国子女｣という呼称では呼ば
れておらず,特別な教育的配慮を必要とするとはみなさ
れていなかった｡しかし,1960年代に入ってから高度経
済成長と共に帰国子女数も増えていき,文部省の実態調
査が行われたのを皮きりに,新しい教育問題として認識
されるようになった｡日本人ではあるが,日本に住み続
けている日本人とは一線を画すものとして注目され始め
た帰国子女は,その適応が問題とされるようになった｡
70年代に入ると,多くの研究は帰国子女を救済の対象
として扱うようになった｡日本語が話せず,滞在した国
のやり方をもって帰国する子どもたちは,｢いじめ｣に
あい,また日本の習慣にカルチャーショックを受け不適
応に陥るという考え方である｡ 80年代からは,研究は多
様化し,これまで帰国子女側の適応の問題とされていた
のが,受け入れ側の問題でもあるという視点も導入され
始めた｡
適応について,帰国子女側だけの問題であるという視
点から,受け入れ側の問題でもあるというように視点は
広がっていったものの,これまでの研究では帰国子女と
いうカテゴリーをもともとあったかのように扱うことが
多かった｡だが,｢帰国子女｣たちは自分達が帰国子女
であるということを初めから意識しているわけではな
く,日本に来て始めて,または帰国直前に入学する学校
を考えて始めて自分連が ｢帰国子女｣と呼ばれる存在で
あることを意識するのである｡
人間が適応しなければならない環境には① 物理的環
境 ② 社会環境 (他の人間との関係など) ③ 内面
的環境 (自分自身)がある (Bock 1977)1)｡この中で
①と①は基本的に個人が同調を求められる外在的環境で
ある｡従来の研究はこの外在的環境と内面的環境を分け
て論じているといえるが,これらは本来影響しあってい
ると考えられる｡
そこで,本論文においては,外在的環境と内面的環境
がどのように関連しあい,適応過程が進んでいくのかに
ついて,帰国子女を対象として語ってもらい,｢帰国子
女｣という呼び方がどのように本人連に意識され その
ことによって帰国後の適応にどのような影響があったの
か,または与えないかについてアンケート調査と面接調
(2)
査を用いて明らかにすることを目的とする｡
2.帰国子女の定義
帰国子女の定義は様々である｡ 例えば,文部科学省は,
｢帰国児童生徒在籍状況等実態調査｣において,通常 ｢帰
国子女｣や ｢帰国生｣と呼ばれる人々を,保護者の仕事
の都合で,一年以上の間海外で過ごした小学校から高校
までの児童生徒である ｢帰国児童生徒｣と,中国残留邦
人のうち,時期を問わず日本に帰国した者の子供である
｢中国等帰国児童生徒｣に分け,これにもとづいて統計
をとっている｡ また,多くの高校,大学の帰国子女入試
では,各大学 ･高校がそれぞれの定義を設けており,滞
在期間～年以上,帰国後～年以内という条件をつけてい
るところが多い｡
本論文では,中国からの帰国者は対象としておらず,
また帰国後一定期間が経つと帰国子女ではなくなる,
という行政上の区分と本人の意識がどうかという点に
ついて明らかにするという目的のため,帰国子女を ｢日
本国籍を持ち,保護者と共に継続 して一年以上海外に
在住した経験があり,現在は日本に在住 している者｣
と定義する｡
3.先行研究
問題と目的で述べたように,帰国子女は,初期 (1960
-70年代後半)にはハンディを持った者として,その
経験は日本で暮らすには不必要なものとしてみなし,中
期 (1980-90年代前半)には ｢小さな国際人｣として
の資質を期待され,その経験は貴重なものとして尊重す
るという方向に変化していき,今日に至るのであるが,
その研究内容は様々である｡
主な研究内容としては,帰国子女教育に関係するも
のとバイリンガルなど言語に関係するもの,帰国子女の
特性を抽出しようとするものなどがある｡このうち,敬
育に関するものと特性を抽出しようとするものに関して
は,研究の最終的な目標に日本への適応がかかげられて
いることが多いために,適応の研究と言うことができる｡
このような適応の研究には,手法から大きく分けて三
つあり,また研究によって,適応という言葉の意味する
ところも異なっている｡第一は質問紙法によって大量の
データを集め,一般的な傾向を探ろうとするものであり,
第二は個々の事例を検討していくものである｡ この二つ
を組み合わせたものが第三になる｡
質問紙法によって,量的なデータを集めるやり方は数
多く行われている｡ 中林らが中心となって行われた ｢在
外 ･帰国子女の適応に関する調査報告｣(1978)2)では
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適応連進型や中間挫折型,不 (未)適応型,無変動型,
中進型,遅進型などの6類型が報告されている｡ しかし
この適応の型は,適応の速度のことであり,斎藤 (1988)3)
も指摘するように,本人からの聴取ではなく,保護者が
判断した子供の適応という問題が見られる｡ さらに,過
応を学校の生活に馴染んだり,友達ができたりした状態
として捉えており,そういった状態になったことを最終
的な適応の形として,静的に捉えている｡
武田 (1997)4)は,先生にアンケー トを行って帰国
子女はおおむね適応は良く,活発であるとか積極的であ
る,意見をはっきり言う,意欲的などの特性があるとい
う結果を得ている｡
塚本 (1988)5)は,帰国児童を持つ母親303名に調査
を行い,帰国生が家庭で述べていることを親に自由記
述で回答してもらうという方法で,適応に要する時間を
調べ,また適応すべき領域を,物理･生物的環境,社会
的環境,内面的環境に分け,領域別に適応期間と帰国年
齢の関係について調べた｡調査の結果,物理生物的環境
(人ごみ,交通量,気候,満員電車など)への適応には
18ケ月前後かかること,帰国後の環境に対する不満に
は帰国年齢によって差があること,例えば,帰国時に小
学校中学年以上であると,学校でのきまりや,先生に対
する不満,グループ行動や,集団行動などに不満を持つ
者が多く,小学校中学年未満だと,いじめる人がいるな
どで不満を持っていることが明らかになった｡社会的環
撹,内面的環境についてはおそらく長い時間がかかるが,
両者は区別がつきにくいと述べている｡
これらは,子供 (帰国子女)に対しての親などの回想
的な判断や回想ではなくとも,目に見える範囲での評価
であり,他者から見た適応ということになる｡
本人に対するアンケー ト調査は,帰国子女の特性を明
らかにしようとしたものが多く,特性として指摘 された
もので,長所としては,外国語ができること,積極的で
あること,率直であること,自分の意見を持っているこ
と,国際感覚があること,などがあげられる｡ 短所とし
ては,集団行動に馴染まない,常識がない,自己主張が
強いなどがあげられる (中西 1980;江測 2002;星野
他 1990;佐藤 1997;明田 1987;平井他 1985;松
原他 1985;岩間 1989)6)~13)｡
浅野 ･坂本他 (1991)14)は帰国子女受け入れ校と一
般都立高校において,アンケー トによるアレルギー雁患
調査を行ったところ,一般生徒よりも,帰国生の躍患率
が有意に一般生徒を上回り,また各種症状を有する率も
帰国生徒の方が高かったことを明らかにしている｡
森本 (1996)15)は,帰国子女のアンケー ト調査から,
(3)
-219-
帰国子女が学校生活に適応していく際にどのような過程
を辿るのかを,海外で通学した学校の種類,帰国後の年
敬,友人関係などに着目して分析を行った｡その結果,
帰国直後 (1年以内)は一見適応しているように見える
が,興奮状態にあるため,自己を冷静に見つめることが
できず,帰国後一年程経つと,友人関係などで,打ち解
けていないように感じるようになり,帰国後 2年が経過
する頃になって,本当に適応 してくる,としている｡ こ
の研究では,適応という言葉を定義していないが,質問
項目から考えると,友達がたくさんいて,いじめられず,
学校生活を楽しく過ごしていることが適応と考えられて
いるようである｡ また,滞在国で現地の友達とより多く
遊んでいた子供の方が,帰国後の学校生活,友人関係を
高く評価していることを明らかにしている｡
これらの研究は,帰国子女の適応に影響があるのはそ
の特性であり,特性の獲得の要因を文化間の移行に求め
ようとしているところに特徴がある｡
事例研究はさらに2通りに分けることができる｡稲村･
田村 (1987)16)は医療機関に訪れた,帰国後に不登校,
家庭内暴力,無気力などの症状を持った帰国子女達を事
例検討し,その発生国として本人の性格傾向と共に家庭
環境や学校環境を上げている｡
このような不適応事例の研究とは別に,｢海外経験を
した人｣としての特性に注目したインタビューや追跡研
究がある｡ 例えば,第二時世界大戦中の帰国子女学級の
卒業生を対象にコーホー ト分析を行ない,異文化体験の
影響は長期にわたるという結果を得た原 (1990,1993,
1998)17)や,適応 していると見える帰国子女には,人
格の成熟が見られるとしたニエカワ (1985)18),適応の
促進のためには,社会的支援が重要であると結論づけた
稲田 (1987)19)がある｡
箕浦はその一連の研究によって,各文化にはその文化
に特有の意味体系があり,それらを吸収しやすい時期を
見出し,それが適応を左右すると述べている｡
裳岩 (1987)20)は,面接調査によって,帰国生の適
応を以下の3つに分けた｡一つ 目は自らの海外経験を
できるだけ忘れながら,周りに合わせようとする ｢削り
取り型｣,二つ目は周囲との異なる部分を保持しながら,
しかし,周りに合わせる ｢付け足 し型｣,そして前の二
つとは全く異なる ｢自立型｣である｡ 裳岩は ｢削り取り
型｣と ｢付け足し型｣はどちらも日本社会と自分との関
連を見る視点が共通であるとし,そのような視点を持た
ない ｢自立型｣の帰国子女は少ないとして,前二つ適応
の姿勢に絞って考察している｡
また裳岩は,自らも幼少時に複数回に渡り,海外に在
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住していた経験を持つ｡その点で,
この研究は彼女自身も言うようにMertonのいうイン
サイダーの視点を持っていたこともあり,二つの型が同
時に一人の人物の中に存在しうると述べているという点
で,評価できるものと思われる｡ しかし,自律型につい
てほとんど述べられていないということと,一個人の適
応の時間的推移には着目せず,被験者Xは～型と固定し
てしまっている所に再考の余地がある｡ また適応には周
りからの影響も大きく関係すると思われるが,後述の小
野田と共に,その点についてあまり指摘がない｡
小野田 (1988)21)は,クロス (1971)が黒人に対して
行った調査から見出した ｢意識段階説｣を利用し,帰国
子女への面接調査で得たデータを分析している｡ 意識段
階説では,複数の文化が存在する中で育つ人々が,文化
的同一性を獲得するまでの意識の変化を4段階に分けて
いる｡彼らは,自分の出身地の文化と,滞在国の文化と
の対立に悩み,最初は片方を否認し,もう片方を理想化
することで解決を図ろうとするが,ある契機から意識に
変化が起こり,否定していた文化も肯定するようになり,
両者の価値を認めて,文化的同一性を形成する,という
ものである｡ 小野田は,この各段階に当てはまると思わ
れる人を,面接の対象者の中から選び出しているが,異
なった人を各段階に当てはめて,一つの段階というのは
無理があるのではないかと思われる｡
生野 (1994)22)は,女子大生9名に過去の異文化体
験 (留学含む)について聞き,こどもにとっての異文化
ストレスとは何かということを心理的適応という観点か
ら見た｡日本の閉鎖的,集団主義的な社会風潮,先生と
のふれあいの少なさ,に困難を感じたという結果を得て
いる｡
これらは他者から見た適応ではなく,帰国子女本人が
どう思っているかを調べている点で,内的な適応の研究
といえるだろう｡
アンケート調査と面接調査を合わせたものが三つ目の
流れである｡
高萩ら(1982)23)は,帰国後の問題をカルチャーショッ
クとして捉え,中高生を対象に,質問紙と面接調査,辛
記,日記を分析に用いて調査を行った｡一部保護者に対
する質問も含まれているが,大半は本人の記述である｡
質問項目の内,得点差のあった以下の4項目をCS得点
(cULTURE'sHOCK得点)と命名し,この得点の高群(過
応の良くない群)と低群 (適応の良い群)を様々な角度
から比較した｡その結果,CS得点の上位群では,海外
生活を過度に理想化している傾向が認められたとしてい
る｡ この研究ではカルチャーショックを明確に定義して
いない｡質問項目からみても,このCS尺度は,暗黙に
適応という言葉が帰国子女側だけからの変容を迫るとい
うように使われており,カルチャ-ショックを測る尺度
としては適切さに疑問が残る｡
この研究での面接調査は,アンケート調査の結果とは別
に,面接で得た質的なデータを,｢日本に帰国後無口に
なったのは7人である｣というように,量的に扱ってい
る｡また,質問紙や,面接,ビデオなどの行動観察も用
いられて適応を判断しようとしているが,それらを統合
するには至っていない｡
さまざまな研究を概観してきたが,共通するのは適応
を分割し,固定的に捉えていることである｡ また,研究
者はそれぞれに帰国子女の定義を行い,調査を行ってい
るが,その前提に対して疑問を抱くことはない｡しかし,
研究者の帰国子女の定義に当てはまっても,自分は帰国
子女ではないと思う人もいるだろうし,反対に定義に当
てはまらなくても自分は帰国子女だと思う人もいるはず
である｡そして,自分が帰国子女だと思うかどうか,と
いうことは適応に影響を与えると思われる｡
石飛 (2002)24)も指摘するように,帰国子女にイン
タビューをする際にその ｢帰国子女｣として,という前
提そのものがインタビューの内容に影響を与えることを
知っておかなければならないだろう｡
これまで述べてきたように,従来の帰国子女の適応研
究では,適応を,親,先生などへのアンケート,面接を
通して明らかにしようと試みたり,本人への,アンケ-
トや面接で心理的な適応を考察してきた｡前者は外から
判断,評価できる外面的な適応,後者は内面的な適応と
言うことができる｡ 外面的な適応に関しては膨大な研究
結果が蓄積されているが,内面的な適応に関しての研究
はそれほど多くない｡また,内面的な適応に関して,前
提となる ｢帰国子女｣という言葉が適応に与える影響や
周囲の人々の対応を帰国子女側がどう受け取ったかにつ
いては,ほとんど研究されていない｡そこで,そういっ
た内的経験の意味付けをさらに詳しく探っていくという
ことが必要であると思われる｡
4.本研究における ｢適応｣とは
従来,適応という概念には以下のような大きく3つの
流れがあったと考えられる｡ 第-は,もともと生物学の
用語からきており,広辞苑岩波(岩波書店 第4版)では,
｢①その状況によくかなうこと｡②生物の形態 ･習性な
どの形質が,その環境で生活･繁殖するのに適合してい
ること,あるいはそう判断できること｡現在の生物の形
質の多くは適応的であるが,そのすべてが順応している
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とは限らない｡主に遺伝的な変化についていうが,そう
でないものがあり,狭義には後者を順応と呼んで区別す
ることがある｡｣
これとよく似た定義に戸川(1956)25)の定義がある｡｢適
応とは環境の諸条件と個体の諸条件の間に成立する関係
であって,両者がなにかの点で一致または調和の関係に
ある場合に,その個体はその環境に対して適応状態にあ
る｡｣
また,帰国子女の心理臨床的研究 (1990)26)では,｢社
会環境と個人とが整合した状態で,生活体として自己の
欲求を何らかの形で充足させながら共に共存している場
合｡｣と定義している｡
これら3つの定義は適応を ｢状態｣として静的に捉え
ているといえるだろう｡その意味で個人は適応状態にあ
るか,ないかという二つの分け方しかないということに
なる｡
一方,フロイトの定義27)によれば,｢環境に適合して
生活することである｡欲求不満や葛藤に際して,怒り,
悲しみ,不安などの不快な感情が生じてくる｡これらの
感情の嵐をしずめ,こころの安定をはかるために,自我
の領域において行われる処理の働き｡｣を適応と述べて
いる｡
この定義と似たものに,臨床心理学辞典 (1999 八千
代出版)に ｢人がその生きる環境や状況の中で,適切に
自らの心身の状態や欲求をコントロールすること｡(-
中略)適応には,個人か集団や社会の規範に従う社会的
(外的)適応と自らの価値観に従い充足感を得る心理的
(内的)適応とがある｡｣というものがある｡これらは適
応をある一定状態にするための心の働きとして見ている
といえる｡
他方,北村 (1965)28)は,｢適応とは,主体としての
個人が,その欲求を満足させながら環境の諸条件のある
ものに,調和的関係を持う反応をするように,多少とも
自分を変容させる過程である｣としている｡
このように,適応を状態と見るか,過程と見るか,心
の働きと見るかは研究者によって異なる｡しかしこれら
に共通するのは,どれもが環境の変化に対して主体であ
る個人が動く,という環境と個人の間に起こることを適
応と呼んでいることである｡つまり,適応の本質という
のは,環境と個人の間の折衝であるといえる｡そして,
環境と個人の間は常に心地良い状態に留まっているので
はなく,日々動いているものである｡個人が適応を目指
して何らかの動きを見せる前に,個人の言動などが,環
境側に認知され,言動に対する反応があって始めて次の
個人の反応も決まるのである｡ このように考えると,過
(5)
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応は状態と捉えるよりも,過程と捉えた方が適切ではな
いかと考えられる｡同じような考え方として斎藤(1986)
29)は,｢適応というのは,状態というより,特定の状態
を目指している過程,もしくはそうした状態を生みだす
ために用いられている機制をさすと言えるだろう｣と定
義しており,本論文もこの定義を採用する｡
適応を自文化復帰と捉える立場では,適応は自分の元
いた文化に復帰 (再適応)した段階で適応は終わるので
ある｡ その意味で適応を状態として見ているといえる｡
Ⅱ.統計的調査
1.アンケート調査
a.対象
日本国籍を持ち,引き続き一年以上の海外在住経験を
持ち,現在日本に在住している人を対象とした｡具休的
には,兵庫県内の帰国子女推薦枠を持つA高校の在籍者
と卒業生,及びその友人,知人,また関西の大学,大学
院,企業に在籍している学生,社会人である｡
b.方法
アンケート調査は,帰国子女が不適応を感じる項目を
幅広く網羅していると思われる既存の ｢帰国子女適応尺
磨 (RSA)｣(布施 1997)を一部改変し,同じ質問紙で
帰国して一年までの間と,現在の状況について答えても
らい,時間の経過による適応度の変化を明らかにするこ
とを目的とした｡改変した理由としては,現在の状況の
みを答えてもらうことは,その時点での適応度を明らか
にするだけであることと,適応は相互作用であるという
観点から,帰国後の経過年数によって,適応度に違いが
でるのではないかという予測からである｡
RSAは布施 (1997,98)30)31)の作成したもので,
帰国子女が帰国後のどういった状況で,不適応感をおぼ
えるかを調べるもので,日本語の能力,学校生活,身体
的な変化,生活習慣などを尋ねる28項目から成る｡回答
方法は,"全くそのとおりである"を5点とし,"全然そ
うでない"を1点とする5段階評定法である｡総得点が
高い程,不適応感を感じることが少ない,つまり適応が
良いとみなされる｡(得点可能範囲0-140)
C.手続きと期間
2001年9月～10月に,調査者が直接被験者に会い,質
問紙を手渡し,その場で記入 ･回収する方法と,持ちか
えって記入してもらい,後日回収する方法で行った｡
2.アンケート調査の結果
a.結果の処理
回収分62名の内,記入漏れ,無回答など,回答に不備
-222- 生活科学研究誌 ･Vol.2(2003)
があるもの5名分を除いた有効回答57名分を分析の対象
とした｡(回収率 85.1%)
アンケート調査は,統計ソフトExcelを使って処理した｡
また統計上の数値は､小数第2位を四捨五入した｡
b.被験者の内訳
被験者57名 (男 :女,19:38)の､属性､滞在国､滞
在期間は以下の表のとおりである｡ 平均年齢は19.1才
(sD=3.2)､平均滞在期間は4年 (SD=3.2)､平均帰国
後年数は4.3年 (SD=2.9)であった｡
C.RSA得点について
RSA得点の平均点及び,標準偏差は,以下の表のと
おりである｡
得点に男女差 (t=.06,n.S.)はなかった｡また属性 (中
??ー?
??
???????
表2 滞在期間 (人)
?
???
?
?
???
〜〜〜〜
?
???
〜???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
‥
?
?
?
??
?
?
?
??
?
?
学,高校,大学,大学院,社会人)による差もなかった｡
① 同一人物内で,帰国後一年の間と,現在でRSA得点
に有意な差があるかどうかについて,ノンパラメトリッ
ク検定である,ウイルコクスンの符号順位和検定を行っ
たところ,有意な差があり,(検定統計量ニ 3ー.41,P
<.05)現在の方が得点が高いことが明らかになった｡
② 帰国後の年数が経つほど,現在のRSA得点は良くな
るかについて､帰国後5年までの群と5年以上の群に分
けてT検定を行ったところ､帰国後5年以上経った群の
方が得点が高いことが明らかになった｡
表3 滞在国の内訳 (複数回答)
??
?
?
?
?
??
?? ?
??
?
?
?? ???ー?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?? ??? ???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
????
??
表4 T検定の結果 (∩-57)
平 均
? ? ?
? ?
13
?
検 定 統 計 量
-3.41*
*pく.05
表5 T検定の結果
平 均 分 散 丁値
106 98.2
119 1432.26*
*Pく.05
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③ 滞在期間によって現在のRSA得点に差はあるかど
うかについて､滞在期間を3群に分けて (滞在 1年～
3年までの群､3年～ 5年までの群､5年以上の群)､
一元配置の分散分析を行ったところ､差は兄いだされ
ず､滞在期間によって､得点に差はないことが明らかに
なった｡
④ 滞在国が英語圏か､非英語圏かによって､RSA得点に
差があるかどうかについて､T検定を行ったところ､有
意な差があり､英語圏に滞在した群の方が､得点が高い
ことが明らかになった｡
なお､英語圏というのは､英語を第-言語としている
国とした｡また､今回の調査では滞在国が複数の場合で
も､英語圏と非英語圏にまたがった滞在はなかった｡
同一人物内で､帰国後一年以内と､現在では布施
(1998)の言う一母国語因子一の得点に差があるかどう
かについて､対応のあるT検定を行ったところ､有意な
差があり､現在の方が因子の得点は高いことが明らかに
なった｡
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Ⅱ.事例検討
インタビュー調査においては,被面接者が,渡航前,
渡航後,帰国後の経験をどのように意味付け,評価して
いるかに対する知見を得ることを目的とした｡
1.インタビュー調査
a.対象
過去に一年以上,海外に在住した経験を持つ,面接時
高校生～社会人の男女6名｡
b.方法
アンケート用紙の末尾に,インタビュー協力へのお願
いと同意書を添付し,承諾を得た6人と電話でアポイン
トを取り,被面接者の都合の良い日時に,一人1- 2回,
2- 5時間行った｡
また,被験者の許可を得て,インタビュー内容をテー
プ録音した｡面接時には,基本的な情報 (いつ,どこに,
誰と,どれくらいの期間外国に住んでいたか)を聴取し
た後に ｢海外体験,帰国してからのことをお話し下さい｣
という問いかけによって,話してもらい,必要に応じて
以下の質問をした｡質問項目は,先行研究を参考にした
表6 分散分析の結果
?
?
〜
〜
?
?
?
?
?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ?
? ???
? ? ?
? ?
?
?
?
?
??
?
平 均 分 散 F値
114.2 43.9
115.2 158.2
110.4 362.3 3.81
(∩.S)
表7 T検定の結果
平 均 分 散 丁値
英 語 圏 (n=39') 116.1 208.
8
非 英 語 圏 (n=18) 101.3 128.1.77*
3
*Pく.05
表 8 T検定の結果 (n=57)
平 均 分 散 丁値
一 年 以 内 30.1 35.8
現 在 33.2 16.1 2 .4 5*
*p く .0 5
(7)
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ものと,独自のものとがある｡ *は独自の質問 ･は先行
研究からの質問である｡
一質問項目一
一移動に関する質問
･どういう理由で
･誰と
･移動を聞いたときの気持ち/帰国を聞いたときの気
持ち
･帰国した場所は元のところと同じか
･行く前に現地で使われている言葉が話せたか
一現地の学校について
･学校の種類
･日本人はいたか
･友達について
･嫌だったこと,よかったこと,困ったこと,苦労し
たこと
･言葉の問題
一家庭生活
･家庭での使用言語
･母親との関係
･両親の関係
･家族のまとまり
･母親の現地での生活
-帰国後の学校生活
･言語能力の維持 (または身に付けたかどうか)
*周りの同級生の反応,それをみてどう感じたか
*自分が帰国子女であることをどのようにアピール
?
?
??
滞 在 国
しているか,または隠しているか
･先生の反応
･違和感を感じたことはあるか,あるとすればどうい
うこと,どういう状況か
･自分のことをどういう性格だと思うか
･海外経験は自分にとってどんな意味を持つものか
*日本と滞在国で人との接し方を変えたか,もし変
えたなら,どういう風に変えたか
･今でも向こうの友達と交流はあるか
･困ったことはあるか,それは何に起因すると思うか
*帰国子女と呼ばれることに対してどう思うか
C.期間
2001年10月～12月｡
2.事例の概要
インタビューの被験者の概要は以下の表のとおりであ
る｡ 事例は長いため,内容を損なわない程度に編集した｡
A (16才,女性,台湾,帰国後 1年)
｢帰国 して,雑誌じゃなくてルーズソックスの本物を
見たの始めてだったから本当に怖かった｡部活とかで
は何事も先輩からとかいうのにうわっと思った｡先輩が
飲んだあとじゃないと,飲み物駄目とか｡でもやっぱ中
学から日本にいる子はそのことを当たり前やと思ってる
し,(そのことを)言って 『Rは台湾にいたからなあ』っ
て 『だからわかんないよね』とか言われたくないし｡<
言ったら言われるというのはわかってるんだ>あ-,ま
あ時と場合にもよるけど,『台湾にいたんやなあ』って
表9 事例の概要
??
??
??
?
?
職 業
?
?
??
台 湾
22 フ ラ ン ス
C 女 16 イ ン ドネ シ
ア
D 男
E 女
F 女
16 ア メ リカ
23 メキ シ コ
24 ア メリカ
13′ヽ′
15
14-
20
6- 10
11～
12
0一 14
12-.
15
9一 12
??
?
高 校
生
大 学
生
4.6 3年 高 校
1.6 生
14.7 2年 高 校
生
3.4 8年 院 生
3.0 12年 社 会
人
｢ ｣被験者の言葉,< >筆者の言葉
事例 (年齢.性別,滞在国,帰国後の年数)
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羨ましそうに言う時もあるし,『台湾にいたから何にも
知らんねんなあ』って言われることもあるし｡私なんか
帰国子女だからこの高校入れたようなもんやろうなあと
か｡｣<帰国子女と言う言葉は->｢行く前は知らなかっ
た｡でも行ってから先生が受験のこととかで帰国子女と
か言い出して知ったんです｡｣<帰国子女と呼ばれると
ことに対して> ｢ちょっと優越感｡みんな 『わーっ』て
いうから何となく｡ 羨望のまなざしというか｡でも自分
が帰国子女だっていうことは自慢になるから言わない｡
感じ悪いじゃないですか,だから中学どこって聞かれて,
まあ 『ええっとちょっと海外で』とか言って,そうした
らみんな色々聞いてくるから言ったりする｡｣<周りの
反応は?>｢別に尊敬っていうんじゃないけど,羨まし
いっていうか,いいなっていう目で見てくる｡｣
B (22才,女性,フランス,帰国後2年)
｢日本では同じ学年の人よりも二才年上でそのせいも
あるかもしれないけど,みんな精神年齢が低いように見
える｡ちょっと馬鹿にしているふしがあるかもしれない｡
同級生とかが ｢5年もいたらぺらぺらでしょう｣と聞い
てくるが全然違う｡｢なんかしゃべって｣とか言われる
と腹が立つ｡｣｢向こうでは週 1回補習校に通っていた｡
でも漢字は苦手｡(帰国子女という言葉は)知らなかった｡
帰国子女の家庭に配られる新聞のようなものに載ってた
けど,それはもっと長いこといる人のことだと思ってた｡
(帰国子女と)呼びたい人は呼んでって感じ｡別に帰国
子女がすごいとか価値があるとかじゃなくて｡すごいっ
ていうか大変なことの方が多いと思う｡外国で生まれた
とかはまた別だと思うけどよほど親密でないかぎり,ど
こ行っても馴染めない｡人というか環境に｡フランス語
の授業では,｢Nさんはフランスに行ってたからフラン
ス語がよくできるけど,みんな気にしないでね｣ってい
う風に紹介された｡そそしたらどんな問題でも私にでき
ると思ってみんな聞いてきて仕事が増えてしんどい｡紹
介されなかったら,あの子は人よりよく勉強してるって
いわれるだけなのに｡先生は最初にそういう風に紹介し
てからテキスト読む時に絶対私をあてない｡なじんだっ
ていうのは見るものになじんだっていうか｡心が馴染ん
だっていうのは別｡｣
C (16才,女性,インドネシア,帰国後3年)
(筆者に向かって)｢アメリカとか羨ましいですよね,
発音とか椅願になりそうだし｡｣｢特に帰国して不自由っ
ていうのはなかったけど,グループとかできてるじゃ
ないですか｡その中で共通の話題とかがあって,入れな
(9)
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いっていうのがあった｡｣｢でもみんなだったら経験でき
ないことを経験してるから,よかった｡｣｢料理にハエが
入っている話をして)あっちでは気にしない｡こっちで
は気にしとく｡｣<向こうとこっちでは違うような>｢意
識的がどうかはわかんないんですけど,でもなんか周り
の人の接し方で変わるというのはあるかな｡｣<と言う
と?>｢なんか周りの人がなんか｡性格が違うんですよ
こっちとむこうでは｡｣｢(帰国した時),(周りは)好奇
心っていうか,『しゃべって』とか 『どんなとこ』とか,
『何食べてたの』とか聞かれる｡ 浮いてる時もたまあっ
て,やっぱテレビの話されるのが一番つらい｡今は 『見
ないから』って普通に流せるけど,中学生の頃とかは必
死でドラマとか見てた｡<帰国子女っていう言葉をいつ
ごろ知った?>女の子のことだけかと思ったんですよ,
最初は｡何か通信教育で書いてあるじゃないですか,小
5かな,一時帰国した時に言われたか｡でもあんまり意
識してなかったから｡ <じゃああんまり自分では帰国子
女だって意識したり,言ったりとかはしない> ｢まあで
もそういう話しになったら,『インドネシアから来てん』
てためらいなく言う｡でもわざわざは言わないな｡帰国
子女って自分から言うことは,どうやろ?あ-特別って
いうか,でも自慢ではあるな｡｣
D (16才,男性,アメリカ,帰国後2年)
Dは生後2年で渡米し,現地の小中学校に通ったが,
中学ではESL(英語を母国語としない人連用の学習補助
クラス)に在籍していた｡帰国の際に ｢送られる｣とい
う言葉を使っている｡｢今は親に感謝してる｡でも向こ
うにいる時は,子供からしてみれば,親の操り人形じゃ
ないから,だから送られてるっていう使い方してる｡｣｢も
ともとは関東が本地なんですけど,関西が好きですね｡｣
<関束に住んだことは?>｢住んだことはないんですけ
ど,ちょくちょく夏休みとかに遊びに来てましたね｡｣(高
校の帰国子女枠について)｢もうそれでしか多分受から
なかったと思う｡｣｢beenとかの使い方で,文法的には正
しいかもしれないけど,でも表現的には誰も使ってない
ぞ,みたいな｡そういうのがありましたね｡でもほっと
きますね｡｣｢帰国した時はヤンキーとかは,なんか外人
のくせに調子のんなよっていう,そういうのはありまし
たけど｡(帰国子女です,という紹介のされかた)しま
したね｡｣<その時どう思った?>まず帰国子女ってい
う言葉がわかんなかったんですけど,別になんとも思わ
なかった｡差別されたことないし,むしろ特別だってい
う面もある｡友達も『おれもアメリカにいたかった』とか,
こう僕を上に持って言ってくれる人が多かったし｡｣｢(棉
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国子女と呼ばれることは)普通って感じですね｡特に感
情は起こらないって感じ,でも逆になんか持別扱いされ
ると自分はまわりと違うんだっていうちょっとした違和
感みたいなのを感じる時もあるかも｡なんか帰国子女っ
て勉強とかつらい面もあるから周りと一緒くらいがん
ばれたんだっていう証拠を見せたくなるかもしれない｡｣
｢(帰国子女であることは)今は隠してますね｡英語の時
間に先生に当てられたりする時にわざと日本語っぽい発
音で読んだりとか,今もしますね｡｣<なぜ 7>｢僕の
勝手な解釈なんですけど,授業中にちゃんとした英語で
読むのはちょっと格好つけやなっていうか,だからそう
思われるのが嫌やから,普通のかたかな英語を読んでま
すね｡やっぱ日本にいる限りは日本人らしくした方がい
いかもって思ってるかもしれない｡こういう風に隠して
て,ほんでこうばっとしゃべれたら格好良いじゃないで
すか｡ちょっといつもは普通の人間でいざという時の武
器みたいに使ってるんですよ｡｣
E (23才,女性,メキシコ,帰国後 8年)
Eは,元いた中学校に帰国したが,｢三年のブランク
が大きく｣て周りとうまくいかなかったという｡ その
理由としては ｢話題がかみあわない｣ことをあげてい
る｡はやりの ドラマや音楽の話についていけなかった
という｡ 中学の時は受験で皆が忙しい中,帰国子女枠で
入学し ｢周りからはよく思われてなかった｣｢(帰国枠に
ついて)途中から入るのはしんどいと思う｡枠がなかっ
たら無理だったと思う｡ そのかわりに英語だけはできな
くちゃっていうのがあって｡周りからも英語ができるっ
て思われてたし｡｣｢帰国子女っていうのは,女の子だけ
を言うんだと思ってて,帰る前は知ってたけど｡通信教
育で新聞がついてるじゃないですか,あれとかで帰国子
女の欄をみて,母に男の子は何て言うの?って聞いたか
らわかったんです｡中学では,自分で少しびびりすぎて
て,意識して,英語っぽい発音じゃなくて日本語っぽい
発音にわざとしてみたりとか｡｣<じゃああえて帰国子
女であることをアピールしたりとかは?>｢特に,でも
高校の時には結構してたかも｡ アピールっていうんじゃ
ないけど 『発音うまいやん』『うん行っててん』ぐらい
な感じの｡｣｢大学に入って,アメリカからとかの帰国子
女を見て,あー,こういう服でこういう風に英語と日本
語をちゃんぽんで話してる人を帰国子女っていうのかっ
てびっくりしました｡｣<帰国子女と呼ばれることに対
して> ｢最初はちょっと嬉しかった,なんかちょっと特
別な人みたいで｡でも英語とか,勉強して (良い点を)
取ってるのに,『帰国子女やしできるわな』,と言われた
(10)
時に嬉しくないし,ちょっとむかついて,今は日本語が
うまくかけないとか,漢字が苦手とか,つていうのを 『帰
国子女やし,しゃあないな』『しゃあないやろ』ってい
う風に口実に使ってるという｡ <そんなんいわれること
あるの?>ほんとに漢字が苦手で,『帰国子女なんです
よ』って言って逃げる｡ たぶん日本にいても同じだった
と思うんですけど,つて心の中で付け加えながら逃げる｡
帰国して何年経ってんねん !って誰もつっこまない (追
求しない)し｡< (滞在時の時のことを)聞かれること
に対しては?>｢全然嫌じゃなくって,逆に聞いて聞い
て !って感じ｡(帰国子女であるということは)英語が
できることがぽろっとでた時は,友達とかに 『行ってた
もんな』って言われるから,そういう時には意識するけ
ど,でもあんまりもう思ってないですね｡｣
F(24才,女性,アメリカ,帰国後12年)
｢アメリカでは単語を英語で習った時にその言葉を日
本語に置き換えで障えるようにしてた｡小6で帰ってき
て自分が置かれてる状況がわからないやんか,3年あい
てたらかなりあいてるって感じするし｡だから全体の様
子とか雰囲気とかをみて,おとなしくしてた｡でも 『英
語しゃべって-』よく言われたし｡『住んでたんやろ』っ
て｡でも言葉ってキャッチボールやんか｡だから 『これ
読んで』っていうならまだしも,しゃべってっ言われた
ら 『えーご!』って言ってはぐらかしてた｡帰国子女っ
ていう言葉は,中3では確実に知ってた｡帰国入試受
けたから｡留学帰りって言われるの抵抗があった｡なん
となく留学って自分の意志でっていう感じがあんねんや
んか｡私は父の転勤やから,行く,行かないの選択権は
私にはなかったと思うねん｡会社の面接の時に 『留学さ
れてたんですよね?』『違います』って言った｡大学の
授業で留学生も帰国子女って言う先生がいて,それも違
うって思った｡<自分で帰国やってことをアピールした
りとか隠したりとかしたことある?>｢英語のテストが
良いことを言われた時とか 『向こうに住んでたことある
んで』とかはあるなあ｡発音上手やなって言われて 『住
んでたんで｡小さい頃』とか｡高校は帰国子女枠で入っ
たけど｡でも帰国枠でない子の学力みてて,私今でも無
理って思うもん｡｣
Ⅳ.総合的考察
1.統計的な調査からの考察
a.全体的な適応の傾向
帰国後の期間が長引くほど,適応得点は有意に高かっ
た｡このことから,適応得点は,帰国後の生活期間が長
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くなる程上がって行くと考えられる｡ 布施の行った調査
(帰国後一年以内,1997)30)での平均点は103点前後で
あるということであったが,本調査も帰国後-年以内で
はほぼ同様の平均点が出ている｡ また,得点自体は125
点満点中で102.3点(帰国後一年以内)～113.4点 (調査時)
と高い位置で推移しているため,本研究の対象者の全体
としては適応は良いといえる｡帰国子女という言葉が人
口に胎英し,どちらかといえばもてはやされる傾向にあ
る現在,先行研究で小野田 (1988)32)が述べたような,｢海
外体験を否認し,日本でずっと育った者を理想とする｣
ような適応は,基本的には見られないといえる｡ これは
先行研究においては,適応に最も影響を与えるとされる
滞在期間で得点に有意な差が見られなかったことからも
考えられることである｡
また,箕浦 (1991)33)は,親はいつかは本来の住ま
いである日本に帰ることを念頭においた仮住まい,子ど
も (帰国子女)は住んでいる土地での本住まいという概
念を提出したが,調査の結果からは,子どもも,通信教育,
補習校の授業など常に日本に帰ってからのことを意識し
た住まい方をしており,海外体験を ｢ブランク｣,帰国
してから学校に行くことを ｢復帰｣と表現していること
に表れているように,常に日本に目が向いており,その
意味で本住まいというよりも,仮住まいに近いと思われ
る｡ これは一つには箕浦の調査の時点では,まだ帰国子
女の受け入れ校や,現地での補習校,通信教育の制度な
どが現在ほど完備されていないこと,また,仮住まいの
概念を提出した時点では,幼稚園から小学校低学年の子
ども達を帰国子女として扱っていたために,日本語が全
く話せない児童も多かったことにもあると思われる｡
b.英語圏と非英語圏
RSA得点は英語圏と非英語圏では,英語圏の帰国子
女群が有意に得点が高かった｡これは,後述するが,棉
国子女たちが,社会の提供する帰国子女像を取りこむこ
とによって,いわゆる ｢帰国子女らしい｣帰国子女とそ
うでない帰国子女にわかれ,帰国子女らしい帰国子女は,
周囲の認識と自分の認識にずれがないために適応得点が
高くなり,ずれのある帰国子女は低くなるというように
考えることができる｡
帰国子女は,周囲の提供する ｢英語が話せて積極的な｣
という帰国子女像を自分の中に取り込んでいく｡ その結
果として,帰国子女らしい帰国子女と,帰国子女らしく
ない帰国子女という群が出現することになる｡ 英語圏の
帰国子女は,一般的な帰国子女像と自分との間にずれが
少ない可能性が高い｡つまり,周囲が帰国子女自身に投
影する帰国子女イメージが,本人にも共有されているた
(ll)
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め,違和感をおぼえず,結果として様々な生活状況での
不適応感を感じる度合いが減るのではないか,というこ
とである｡ 渋谷 (2000)34)は,帰国子女学級でのフィー
ル ドワークを通して,学級内の ｢帰国子女｣らしくない
帰国子女 (日本人学校に滞在し,英語は話せない男子-
以下Aとする)に着目し,英語が話せないし,自己主張
も強くないAが他のクラスメイ トからからかわれたり,
非難されたりする場面を観察している｡ これは,周囲の
帰国子女イメージと実際のAとのギャップが生み出した
ものといえる｡ Aはからかいや非難に対して憤りを感じ
ているようだと報告されているが,これは,周囲が勝手
に押し付けてくる帰国子女のイメージに対する反発と受
け止めることができる｡
一方で,英語圏の帰国子女は ｢英語だけは｣できない
といけない,という意識を持つ｡もともと英語の得意な
帰国子女はさらにその英語力に磨きをかけ,それほど得
意でない帰国子女もそれなりの努力をする｡ これは,他
の苦手な科目に対する埋め合わせの意味を持つと同時
に,自らを一般の (海外経験のない)生徒から差別化す
る指標ともなると考えられる｡
C.日本語の得点
今回の調査では,日本語の能力に関しては,帰国後一
年以内よりも現在 (調査時)の方が有意に得点が高かっ
た｡しかし,もともとの得点が低かったわけではなく,
日本語が全く話せないというレベルではないといえる｡
日本語因子の中で得点の上昇に影響しているのは,請
葉が不足していたという項目であった｡これは,インタ
ビューの結果から補って考えると,日本語としての語費
もさることながら,テレビを見ていないとわからないは
やりの言葉,仲間内での言葉としての語葉も含まれると
考えられる｡ そして,帰国後の得点が上昇したのは,仲
間内,または同年代での言葉を習得したため,不便を感
じることが少なくなったためではないかと考えられる｡
2.事例検討からの考察一帰国子女のイメージ
をめぐる考察-
a.帰国子女という言葉の捉えかた
先行研究においては,帰国子女という言葉の持つイ
メージや,帰国子女像について,さまざまな研究が行わ
れていた｡しかし,帰国子女本人はそういったイメージ
または帰国子女像というものをどういう風にとらえてい
るのだろうか｡
帰国子女と呼ばれる集団に属すると言う意識は海外滞
在時から見られることが本研究の結果から明らかになっ
た｡会社の渡航説明会で保護者がその言葉を知り,こど
-228- 生活科学研究誌 ･γol.2(2003)
ち (帰国子女自身)に伝えたり,海外滞在時の通信教育
及び付録である帰国子女通信,日本人学校で帰国後の受
験についで情報提供を受けた時に知ることが多いようで
ある｡ しかし,海外滞在時には ｢男の子はなんて言うの
かな｣,とか ｢もっと長いこと住んでる人のことかと思っ
ていた｣｢子女っていう意味がもう一つわからなかった｣
など,自分たちが帰国子女というカテゴリーでくくられ
ることを認識する,という程度の理解で,この言葉に一
定の価値があるとは思っていない｡しかし,帰国して日
本で暮らし始めると,帰国子女という言葉には一定のイ
メージが付随し,さらに価値観が伴うことに気がつき始
める｡
それは主に彼らが海外に住んでいたということを周り
に知られた時に生じるのであるが,その時の ｢すごい｣
｢～語しゃべって｣という反応により,彼らは ｢帰国子女｣
というものが,ある種の羨望をわきおこすなにかを持っ
ていることに気がつくのである｡
b.イメージの取りこみ
本研究の結果から,帰国子女自身は,周囲の言動 (周
囲が持つ帰国子女イメージ)によって,一定の帰国子女
イメージ (英語が話せる,わがままなど)があるという
ことを認識するということが明らかになった｡周りの(人
間の)反応とは,むろん個人が持つ帰国子女に対するイ
メージであるが,そのイメージは社会が提供したものと
もいえる｡これに関する先行研究の結果は,以下のよう
なものである｡
欧米 (英語圏)の帰国子女に対するイメージは非常に
固定的である｡最大公約数的なものとして佐藤 (1994)
35)の F欧米の現地校に通学していた英語が堪能で,棉
極的,かつ自己主張の強い子ども』というものがある
(p.12)｡
佐藤 (1997)36)は,1975年から1993年の帰国子女を
題材とした雑誌記事のイメージ分析によって,社会がど
のような帰国子女像を提供してきたかを分析した｡それ
によると,帰国子女の記事が初めて国内の雑誌に登場し
たのは1975年であり,この時から80年代までの帰国子女
像は,｢可哀想な存在｣で ｢救済の対象｣として発信さ
れていった (p.212)0
しかし,帰国子女の受け入れ体制が登った80年代半ば
からは,国際化という社会変化を受けて,｢国際感覚が
豊か｣｢バイリンガル｣など帰国子女像が肯定的なもの
になった｡肯定的なだけではなく,帰国子女入試での特
別枠などのメリットが強調され ニュー･エリートとし
て位置付けられるのが90年代に入ってからである｡さら
に帰国子女は外見 (ファッション,髪型,メイクなど)
が異なるというイメージも浸透していった｡また｢いわ
ゆる帰国子女｣や ｢典型的な帰国子女｣といった言葉の
使い方がされるようになり,｢一定の帰国子女像が社会
に共有されるようになったことを示している｣としてい
る (佐藤,1997)37)｡このように帰国子女のイメージは,
日本にずっと住んでいた人の最大公約数的な帰国子女イ
メージとして共有されるのみならず,帰国子女自身にも
浸透していったことがわかる｡
本研究の事例検討の結果からわかるように,インタ
ビューの中でEさん (事例E)は,初めは帰国子女の
イメージはなかったが,大学に入って帰国子女という言
葉にファッションも含めた一定のイメージを持つように
なった｡また,インドネシアに滞在していたEさん (辛
例E)は,筆者にむかって,アメリカに行っていたのなら,
英語が話せるのですね,とイメージを投げかけているo
橋本 (2001)38)は帰国子女へのインタビュー集の中で,
次のような発言を記録している｡ ｢帰国生という言葉に
は一つのイメージがあります｡アメリカから帰ってきた
帰国生,とか,自分に自信があって一番だと思っている
ところがあるとか,英語ができるとか,自己主張が強い
とか｡｣
このように,帰国後,帰国子女たち自身も周囲から提
供される帰国子女像を取りこんで行く｡これは ｢社会的
につくりあげられた帰国子女像に帰国子女自身も含めて
社会全体がとらわれている｣(佐藤,1994)39)状態とい
えよう｡
C.帰国子女達に特徴的な意識
帰国子女たちは様々な適応をしているが,共通してい
るのは,自分たちの経験が,他の ｢普通｣の人たちには
できない経験であるという特別意識を持っていることで
ある｡インタビューの中では｢特別｣｢ちょっと優越感｣｢人
にはできない｣などと表現されたこの特別意識を,江
測 (2001)40)や裳岩 (1987)41)は ｢特権階級｣意識と
呼んでおり,｢彼らの親,なかんずく父親の高学歴に基
礎づけられたエリート的地位によって育まれたものであ
る｣(江測,2001)としている｡海外転勤は,初期には
確かに政府の高官や,企業のエリートたちの栄転である
ことが多く,それゆえに帰国子女たちはエリートの子ど
もということが多かった (江測,1980)42)｡しかし,現
在では帰国子女の大衆化が進んだと言われており(中西,
1992)43),必ずしもエリー トであるとは限らない｡イン
タビューでも父親がエリート的な地位にいるというより
ち,平均的な収入の中流層であると思われる事例がほと
んどであった｡特別意識は,たまたま海外に行く両親の
元に生まれてきたという,自分ではどうしようもないと
(12)
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いう意識と,だからこそ留学とは違うという選民意識に
根ざすものと思われる｡ それゆえに周囲から留学生と呼
ばれることに抵抗を感じるのだと思われる｡
一方で,本研究の結果から,特に勉強に対しての劣等
感が顕著に見られた｡インタビューの被験者が度々述べ
たように,高校の受験に関して,帰国子女枠ではなかっ
たら受からなかった,ということがある｡▲彼らの認識で
は,帰国子女枠は,一般の受験よりも入りやすいと認識
されている｡ 実際,帰国子女枠というのは,帰国子女を
優先的に受け入れることを目的としているので,一般の
受験よりも受験科目も少ない｡勉強の遅れは,滞在経験
を ｢ブランク｣と捉えている見方に代表されるように,
日本の教育から一定期間離れていたことから生じるもの
で,通信教育や補習校では補いきれないとみなされてい
る｡ 滞在経験は ｢普通の人にはできない｣経験ではある
けれども,その代償として日本の勉強が遅れるというこ
とである｡ ここにも一般的には目標を持って勉強をLに
行くとみなされる留学との違いが現れている｡ 特別意識
は選ばれて人にはない経験をしたという優越感と,その
裏側にあるネガティブな自意識が表裏一体となったもの
であると言うことができる｡
自分の海外経験の元となった親に対しても,親の都
合で否応無しに行かされた,自分に選択権はなかった
という気持ちと,しかし親が行ったおかげで今の自分
があるという感謝の気持ちという相反する気持ちを抱
いている｡
分析結果から,ある種の孤独感を持つことも多いこ
とが明らかになった｡人にはない経験をしているという
のは,経験の共有がむずかしいということでもある｡ 事
例Bや事例Dの言う ｢どこに行っても馴染めない｣とい
うのはこれを良く表していると思われる｡ どこにも属し
ていないような気持ちというのは,帰国子女研究が端緒
についたころは,日本人でもないけど,～人でもないと
いうような帰属の問題として研究されてきた｡海外に長
期にわたって滞在している日本人の子どもは日本人意識
を持たないとして,面接調査では ｢あなたは日本人です
か?｣という質問が用意されたこともあった｡今回の面
接調査では,そういった国籍に関する帰属感で自分は何
人だろうと悩むという回答は見られなかった｡しかし,
ある種の孤独感は共通していた｡生後2ケ月で渡米し
14年を過ごした事例Dは,家では日本語を話し,日本人
の友達の家に遊びに行くと,日本語を話すことができる
のでリラックスするというように,自分が日本人である
ことに疑問は持っていない｡しかし,彼は生まれてから
のほとんどをアメリカで過ごしていたにもかかわらず,
(13)
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現地の学校でのESLクラスにいた｡ESLというのは英語
を母国語としない人々対象の英語補習クラスのことで,
英語に不自由がなくなったらESLを卒業し,普通のクラ
スで授業を受けることになる｡ ESLは普通クラスで授業
を受けるための一時的なクラスなのである｡ 滞在時には
このようないわば ｢お客さん扱い｣で過ごし,帰国して
からも ｢外人｣と呼ばれたり,勉強についていけなかっ
たりしている･｡ ｢差別の見方もあるし｣｢なんか帰国子女
だけど,みんなと一緒くらいがんばれたんだっていう証
拠を見せたくなるかもしれない｣｢自分からしても周り
はちょっと違う｣｢帰国子女であることで差別されたこ
とはない｣,と言いながらも,｢帰国子女だけどみんなと
一緒くらいがんばれた｣,という発言もある｡ 彼の根底
には日本でもアメリカでもどっちつかず,というどこに
行っても色々な意味で浮いている,という気持ちがある
ように思える｡ このようなある種の孤独感は,同年代の
仲間がいないことで強まるようである｡ 事例Bは,結果
的に2年の留年していることで,周囲よりも年上になり,
｢同じ年の子は何してるかな｣と本来所属するはずだっ
た学年を意識し,どこにいってもしっくりとは馴染めな
いという感覚を持ち続けている｡
d.適応方略
事例検討の結果から,帰国子女が,帰国後の日常生活
で共通して用いるいくつかの方略が明らかになった｡
(∋日本語風の発音
主に英語圏の帰国子女に特有のものである｡ 子音を母
音のように区切って日本語風に発音するやり方で,あか
らさまに目立つのを避けるという意図がある｡ しかし,
日本語風の英語の発音はあくまで周りとの関係上都合が
よいからしているだけで,事例Dの言うように ｢本当の
英語｣とは違うものとして認識されている点で,方略と
いえる｡
② 聞かれるまで海外経験のことを言わない
これは,本心では聞いて欲しいと思っていても ｢自分
から(海外経験のことを)言うのは自慢になる｣ので ｢感
じが悪い｣(事例Å)として自分からひけらかすことは
しない,という方略である｡ 周りから浮かないように,
でも聞かれたら話すのはやぶさかではないというものと
考えられる｡
③ 帰国子女という言葉を使わない
帰国子女自身が帰国子女という言葉の持つ価値観に
気がつくと,いつそれに気がつくかは個人の性格にもよ
るが ｢帰国子女｣であることを自分からおおっぴらに公
表することは得策ではないということにも気がついてい
く｡ そして,｢帰国子女｣という言葉を使う代わりに｢(港
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外に)行っていた,住んでいた｣という言葉を使うよう
になる｡ これは ｢帰国子女｣という言葉自体の持つ選別
的な語感を和らげる方策であると言うことができるだろ
う｡ 彼らは自らの経験を他の ｢普通｣の人にはできない
経験であると意味付けながらも,そのことによって周り
から排除されるのを良しとはしないのである｡
方略の意図は基本的に周囲からどれだけ受け入れら
れ,まわりとの関係の中で浮かずに日々をす ごせるか
ということにあるようである｡ その意味ではまわりと同
化しているようにも見える｡しかし,海外経験を隠し通
すというのではなく,浮かない限りは人と違う経験をし
たことを話したいという隠れた欲求をもっている｡ そう
いった意味で,聞かれたら答えるという消極的な方略は,
同化一辺倒ではなく,自分の ｢特別な｣経験を周囲に乳
樺なく認めさせるという意味では相互作用的であると思
われる｡
e.適応類型とその変遷
前述のように帰国子女という言葉に付随するイメージ
は帰国後の適応に影響を与えると思われる｡事例の検討
により帰国後の適応は帰国子女イメージの取りこみとい
う観点から次の4つに分けることができた｡
① 隠匿型
帰国子女イメージを取りこむ前によくみられる適応の
型で,とりあえず周囲に合わそうとする適応類型である｡
(参 一致型
帰国子女イメージと自分の認識にずれがなく,帰国
子女としての自己イメージと周囲が投影する帰国子女イ
メージが一致している適応類型である｡
③ 反発型
周囲の持つ帰国子女イメージを認識した時に,それが
自分とずれているために周囲の押し付けるイメージに対
抗する適応類型である｡
④ 使い分け型
自分が周囲の持つ帰国子女イメ-ジに当てはまるかど
うかにはこだわらず,時と場合によって自分に都合のい
いようにそのイメージを利用したり,しなかったりする
適応類型である｡
帰国後1年～2年は同年代での流行の話題についてい
こうとして,テレビドラマを必死で見たり,発言するこ
とで自分の無知ぶり (同年代の話題という文脈での)を
暴露してしまわないように,周囲の様子を静かに伺った
り,英語の時間に日本語のような発音で英語を読むなど,
周囲に合わせ,帰国子女であることを隠すような適応の
仕方をしているものが多い｡このような適応をしている
(14)
事例Aは日本の学校での先輩後輩関係に驚きながらもそ
れを言葉にすることはなく黙って従っているし,流行の
ルーズソックスに対しても自分がどう思うかではなく周
囲に合わせてはいている｡
そのうちに,一般的な帰国子女像に自分があてはまる
かどうかというところで,周囲の持っている帰国子女像
と自分とにずれのない人と,英語が話せないなど,周囲
の像とずれる人とが出てくる｡ずれのない人は一致型と
呼べる｡一致型の人は周囲が自分に向けてくるイメージ
通りの自分を自分に容認し,｢英語だけはできなくちゃ
いけない｣とさらにそのイメージに近づくよう努力する｡
一方,ずれのある人は周囲の向けてくるまなざしに反発
を感じたり,｢ことさらに帰国子女と呼ばなくてもいい
のではないか｣と帰国子女という属性を強調することに
対してとまどいや場合によっては反発を示す｡
しかし,帰国後一定の期間がたつと,帰国子女のイメー
ジを,状況に応じて自分の都合の良いように使い分ける
ようになる｡ 帰国子女像の持つメリットだけではなく,
日本語の読み書きの能力の低さなどのデメリットも,現
在の自分の状況を正当化するための一側面として意識的
にアピールする｡ 例えば,事例Eのように帰国後かなり
の年数が経っても｢漢字が苦手｣であることを｢(外国に)
行ってたから｣という理由で片付けてしまい,周囲もま
た 『日本に住んでる期間の方が長いのではないか?』と
は思わずに,『彼女は帰国子女だから当然だ』と帰国子
女イメージをあてはめて納得してしまうという状況をあ
げることができる｡
事例Cは,帰国後しばらくは皆に合わせるために様々
な努力を行い,隠匿型と呼ぶことのできる適応をしてい
たが,3年経った現在は,｢今は (ドラマは)見ないからっ
て普通に流せる (-聞き流す)｣という発言に見られる
ように努力は放棄し,社会の提供する帰国子女イメージ
を持ちながらも,それとは違ったタイプの帰国子女とし
ての自分を位置付け,使い分け型の適応をしていると考
えられる｡
事例Bは,｢呼びたい人は (帰国子女と)呼んで｣と
やや突き放した反応をしており,先生に｢フランスにいっ
ていた｣と紹介されながらも,授業中に音読を当てられ
ないという対応によって,帰国子女と呼ばれることに疎
ましさを感じる反発型の適応をしている｡その結果とし
て ｢なんかしゃべぅてって言われたら腹が立つ｣と ｢外
国語が話せる｣というイメージを押し付けられることに
怒りを感じている｡ 同じように ｢しゃべって｣と言われ
ても,一致型の適応をしている事例Fは腹を立てていな
い｡事例Fは帰国直後は ｢周りの様子を伺っていた｣よ
羽下 .松島 :異文化体験と自己イメージの形成一帰国子女の ｢適応｣過程の検討-
うに,隠匿型の適応をしていたが,徐々に一致型に移行
していったと思われる｡ 中学に入ってからは,｢言葉は
キャッチボールである｣という認識から単なる見世物と
して英語を話してみせることには納得していないが,｢英
語は得意｣という認識があるので,｢英語が話せる帰国
子女｣イメージを投影されること自体に.Ei違和感がない
のであると考えられる｡
事例Dは ｢(帰国子女であることを)今は隠しますね｣
と隠匿型の適応をしているように見える｡英語の授業で
間違いに気がついても指摘はしない｡しかし普段は隠し
ていても,機会があれば言うという内容のことを述べて
いることから,使い分け型への移行中であるとも考えら
れる｡
3.まとめと今後の課題
本論では,適応における自己イメージ形成の重要性
を考察することを目的として,帰国子女を例にとり,
アンケー ト調査と面接調査を通 し,帰国子女イメージ
が帰国後の適応にどのような影響を与え,それがどう
いった適応類型を導くかを検討 した｡その結果,最も
適応に影響すると言われていた滞在期間よりも,帰国
後の経過年数の方が,適応に影響 していることが明ら
かになった｡そして,周囲の提供する帰国子女イメー
ジの取りこみ方によって適応にもいくつかの類型があ
ることが析出された｡
行政用語として ｢帰国子女｣と呼ばれる人々は,周囲
が持つ帰国子女のイメージに影響 され,また,抵抗 し,
ある時は使い分け,ある時は隠しながら帰国子女を生き
ていることが明らかになった｡これは,帰国後一定期間
が経過し,行政区分として帰国子女ではなくなっても,
帰国子女という意識自体は,彼らの心の中でないようで
ある｡
今後の課題としては,被験者を増やし,インタビュー,
アンケー トを行うことが望まれる｡ さらには複数回にわ
たる追跡面接を行うことによって,継時的変化を検討す
ることが必要であろう｡ そして,海外在住経験のない人
が帰国子女に対してどのようなイメージを持っているか
について,量的研究を行うことも必要である｡
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